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２／９（木）　ケアホーム　ハイビスカス開所を祝う会　～千恵さんのこと～
　年明けの１月はじめから新しい暮らしが始まったハイビスカス。「ふじやま」と呼ばれるこんもりした森のふもとに、私たちが希望する家を大家さんが建ててくださった。栄区で訪問の家が運営する７カ所目のケアホーム（法人としては１０カ所目）は、開放感たっぷりの吹き抜けのリビングで、訪問の家初の平屋建てだ。お祝い会には、大家さんや仲介してくれた業者さん、建築会社の方に加え、この地域の自治会長さんや民生委員さんなど地域の方も参加してくださった。
入居した４人の内の１人、千恵さんは３０代の女性、胃ろうからの注入をされている。養護学校卒業後、朋への通所をはじめた。出会った頃の千恵さんは、話しかけに返事をしたり、言葉での選択肢から自分の意に沿うものを選ぶことができるようには、とらえられていなかった。（学校からもそういった申し送りはなかったと記憶している）だが、数年のつきあいの中で、関わる私たちは、いつしか身のまわりのほぼすべてを彼女に尋ね、確認してから行うようになっていた。千恵さんの両親は高齢になり、数年前から彼女の“将来の生活”は大きな課題になっており、私が一時勤務していた重心施設の短期入所も、２、３ヶ月に１回程のペースで利用されていた。たくさんの朋メンバーが短期入所する中、私が最も心配していた１人でもある。入所すると、彼女は自分からの訴えをほとんどしないのだ。姿勢を変えて欲しい時、暑い時、トイレの時、何か言いたいことがある時、千恵さんは体を突っ張らせ、声を出して訴える。その様子にまわりの誰かが近づき、千恵さんが言いたそうなことを一つ一つ挙げて尋ね、選んでもらうという方法。３０人の入所者が一堂に過ごすデイルームで、千恵さんは、諦めてしまったのかもしれない･･･。忙しくしていても、目の端でいつでも千恵さんをとらえ、常にスタンバっている人と、その場の人の動きを見、呼びとめても大丈夫そうな人をさがす千恵さんと、双方の間に目に見えない“了解”、“信頼”のようなものがあって、千恵さんをめぐる多くのことは成り立っている。施設という中で、その関係が育まれることは容易ではないのだろう。
　千恵さんは、ケアホームでの生活を望んだ。数回の体験宿泊を経て、はっきりとケアホームを選んだ。もちろん、ホームでの生活をどれほどイメージできていたか、明確にはわからない。それでも、「ケアホームで暮らしたい？」に力いっぱい「んー」とこたえる千恵さんの顔は、いつになく晴れ晴れとして見えた。いよいよ、新しい暮らしが始まる。はじめは週２泊、その後３泊･･･と少しずつ泊りを重ねている今、彼女の緊張感はどんどん増しているようなのだ。先日顔を合わせると、強く体を突っ張らせ「話がある」と。「なかなか慣れない？」「んー」、「緊張する？」「んー」、「家がいい？」「んー」、「ケアホーム嫌だ？」「・・・」。はじめて家を出て、自分の部屋を持ち、これから身のまわりのケアにあたるスタッフとの関係を築きながら、新しい暮らしを始めるのだ。たいへんなことだと思う。「でも、がんばってるの？」「んー」。緊張、不安、チャレンジしたい気持ち、もしかしたらがんばっている充実感も･･･、言葉にはできない、それらが混ざった感情を伝えてくれたんだ、きっと･･･。
　祝う会の中で、自治会長さんからお言葉をいただいた。「この街はいい街です。皆さん、地域の行事にもどんどん遊びに来てください」と。たくさんの人と街の中ですれちがい、出会い、見守られながら生きていく、きっとつらいことも、泣きたいこともたまにはある。でも、自分で選び、自分でつくる、自分の人生なんだ。そんな姿をそばで応援させてもらえることを本当にうれしく思う。
[image: image2.wmf]千恵さん、ずっと見守っていくよ！
２／２５（土）朋第二新事業所開所式　　　　２８（火）開所を祝う会
　１５年前、朋を飛び出し、小さなグループで地域にどんどん出ていこうと活動を始めたＣＡＮ。その名前は、活動の中心である空き缶回収の「カン」と、可能性＝できるの「ＣＡＮ」からつけられた。建物の１階にＣＡＮ、２階は精神障害の方の作業所「モモ」が活動拠点としていた。モモさんとＣＡＮは、「障害の種別を超えて･･･」なんてことが言われるずっと前から、実にさりげなく、仲良く、おつきあいを重ねてきている。建物の老朽化に伴い、大家さんが建ててくださった新しい建物に、モモさんと一緒に移れることになった。そして、木の香りがするステキな、そして広い建物には、朋からもう一つのグループ「みのり」が加わり「朋第二」として新しいスタートとなる。みのりは、ＣＡＮほどアクティブに、というわけにはいかないが、やはりどんどん外に出て行き、新しい出会いをひろげてきたメンバーだ。開所式のあいさつで日浦さんは、どこも通う場のなかったみんなのためにつくった朋が、更なる可能性を追って第二をつくる。とても感慨深い。と話された。本当にそう思う。通い慣れた朋から、違う場所へ拠点を移すに際しては、本人、家族ともに不安の声もあった。それでも、開所を祝う会には、たくさんのボランティアさんが駆けつけてくれ、新しい建物での初日から、食事介助に残ってくださった。ここでまた、みんなの世界がひろがると信じている。みんなの力を信じている。
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２／２６（日）若年性認知症栄区の集い
　横浜には、中学校区に１ヶ所、「ケアプラザ」がつくられている。主な業務は、「高齢者のデイサービス」、「居宅介護事業（ケアマネジメント）」、「地域包括支援（高齢、障害、子育て等すべての相談窓口）」、「地域交流事業（地域の課題に地域の方と共に取り組む）」の４本立て。訪問の家は、根岸ケアプラザ（磯子区）と桂台ケアプラザ（栄区、径と同じ建物）の２ヶ所を運営している。
　この度、桂台ケアプラザのスタッフが区内の他のケアプラザと共に、６館協働で「若年性認知症栄区のつどい」を開催した。その様子を、桂台ケアプラザ石塚所長に聞いた。若年性認知症とは、６０歳以前に発症した認知症だそうだ。現役で働いていた人等が発症し、お年寄りのデイサービスにはなじめず、居場所がない、家族が抱えるしかない現状に対し、集う場、家族が話せる場をと、区も巻き込み、約半年間準備して立ち上げた。９家族、８人のご本人の方が参加。ご本人は家族と離れ「さんぽみち（ふれあいショップ）」で過ごし、家族の方には、お一人ずつ話しをしてもらったそうだ。今回初めて、ご夫婦が離れて過ごす試みだったという方は、認知症のご主人があまりにも不安そうで、途中で引き返したそうだ。戻って奥様の顔を見るなり涙を流されたという。ご家族お一人お一人のお話を含め、どれほどの緊張感、孤独感、疲労感の中で、互いが毎日を過ごされているか…、胸が詰まる。さんぽみちでは、ゆっくりと食事をし、ピアノの伴奏で懐かしい唄などを唄ううち、表情が和らいでいったそうだ。
[image: image5.wmf]　様々な困難を抱えながら暮らしていらっしゃる人がいる。その存在を知らされることが多々ある。何らかの、誰かの、助けや支えが、その困難を少しでも軽くし、人と人が気持ちを通い合わせる喜びを感じつつ生きられる世の中になったらいい。訪問の家は、どんなに重い障害があっても、言語化されているいないに拘わらず、その人の希望の実現をめざしてきた。この思想は、誰に対しても当てはまると確信している。『誰もが暮らしやすい社会』に向かい、いろいろな人たちと手をつないでいきたい、改めてそんなことを思った。
～３／２４ラーの会西宮大会が開催されます～
　昨年８月、第１回目が横浜で行われたものの２回目。障害者自立支援法に代わる新しい法律づくりと、これに向け総合福祉部会が提出した骨格提言がいったいどこへ行ってしまうのか･･･、混迷この上ない“今”の共有と、何がどうあれ大事にされるべきことは変わらないという宣言になるのだろう。大事にされるべきこととは、重い障害がある人たちが１人の人として生きることそのもの、存在そのものであり、そしてその人たちと共感し合い、共鳴し合って、共にいたいとする人と人のつながりだと思う･･･　。というようなことを、集まった人たち皆で感じ合える会にしたい。
[image: image6.wmf]　とにかく、関西の方々の勢いに押されるばかりでなく、横浜の私たちらしく、その場に混ざっていたいと思っています･･･
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季節は巡り、また春が来る、
うれしいような、せつないような･･･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年３月８日　　名里晴美
